
ア
タ
l

ア
テ

ア
h
R

マ
フ
リ

頭

援

農

民
中
自
ら
団
地
を
有
せ

ず
、
稿
作
文
は
稼
ぎ
を
以
て
生
活
す
る
も
の
を
頭
銭

と
い
っ
た
。
顕
援
b
も
蹟
殺
の
百
姓
で
あ
る
が
、
こ

の
怠
味
に
於
い
て
全
然
区
別
せ
ら
れ
、
百
姓
・一政援
と

辿
醤
せ
ら
れ
る
。
頭
援
は

一
時
遊
民
と
務
せ
ら
れ
た

が
、
元
職
三
年
七
且
か
ら
叉
一
舗
に
復
し
た
。
水
飲
も

顕
振
と
通
治
同
じ
い
が
、
能
管
の

一
部
で
は
百
姓
の

下
位
に
在
る
も
の
を
水
飲
と
い
ひ
、
み
一
一
然
百
姓
な
ら

ざ
る
顕
桜
よ
り
も
上
位
に
在
る
所
も
あ
っ
た
。

ア
h
m
ラ
シ
オ
リ
ベ

新
織
部

前
回
利
家
に
仕
へ

初
め
て
二
百
三
十
石
を
領
L
、
元
利
五
年
裂
し
た。

そ
の
嫡
系
は
第
六
代
三
左
衛
門
直
腐
に
至
っ
て
知
行

を
召
放
さ
れ
た。

ア
hm
-
7
シ
ナ
ホ
ツ
ネ

新
直
属

沼

m
m丞
・
三

左
衛
門
。
椛
二
百
三
十
石
、
安
永
中
七
十
石
を
減
ぜ

ら
れ
て
附
門
に
盛
せ
ら
れ
、
後
敬
さ
れ
た
が
、
天
明

七
年
十
二
且
什
八
日
不
行
紋
に
図
っ
て
知
行
を
召
放

さ
れ
た
。

ア
hF

ン

鮭

持

金
襟
の
俳
人
。
修
験
渡
乾
貞
寺

の
併
で
、
間
苧
三
怖
を
抑
制
し
、
天
保
十
蛇

入
用
廿
三

日
九
十
二
磁
を
以
て
明
日
し
た
。
鮭
井
の
子
孫
は
明
治

以
除
金
浦
氏
を
口
し
た
。

ア
ヂ
ザ
カ
ナ
ガ
ザ
ネ

後
援
長
賞
上
杉
謙
信
の

勝
。
辺
群
備
中
守
。
天
正
五
年
謙
信
が
能
号
を
得
た

降
、
長
貨
を
七
尾
城
の
{
寸
将
と
し
た
が
、
七
年
温
井

町M
隆
三
宅
長
崎
の
露
に
逐
は
れ
て
退
城
し
た
。品川

本
臨
時
坂
を
有
援
に
作
る
も
の
は
非
で
あ
る
。

ア
チ
ャ
コ

阿
茶
子

前
田
利
家
の
女
で
柴
田
勝

家
に
諸
人
と
な
っ
た

蹄
阿
嫡
の
侍
女
で
あ
っ
た
も

の
。
村
井
長
明
白
記
天
正
十
一
年

卸
ヶ
期
戦
後
の
僚

に

『
刺
家
卿
、
柴
田

へ
蓑
等
鎚
を
諸
人
に
出
し
置
き

た
り
、
雌
強
固
田
被
仰
税
、
一
日
一

夜
努
吉
公
御
在
附

有
之
陛
、
M
H
内
に
北
庄

へ
の
御
穏
人
の
介
添
に
付
設

i
!
i
!
 

置
候
阿
茶
子
才
鐙
を
以
矢
倉
よ
り
忍
び
出
で
、
頓
て

町
屋
へ
出
で
人
を
頼
み
、
災
段
府
中

へ
往
催
中
し
け

る
よ
し
。
此
あ
ち
ゃ
こ
と
申
す
は
、
後
に
少
将
と
巾

し
、
金
揮
彦
三
二
番
丁
に
屋
政
彼
下
有
之
、
隠
に
千

本
の
棲
多
く
植
置
き
、
花
椛
の
頃
に
は
利
家
卿
御
成

有
之
出
回
、
私
も
民
日
紐
在
。
』
と
あ
る
。
さ
れ
ば
背
地
砲

斡
の
本
滞
略
的
に、
『
前
蹴
阿
。
一

作
t

阿
茶
。
岱
自
問

中
山
富
白
人
↓
務
丸
山
賀
殿
及
少
将
↓
』
と
記
し
て
、
阿
茶

子
を

麻
阿
蝋
の

一
名
の
如
〈

い
ふ
も
の
は
践
で
あ

る。
ア
チ
ラ
ダ
エ
イ
ハ
ヤ
あ
ち
ら
谷
窟

在
約
加
培

尾
領
に
あ
る
。
笈
恕
紀
悶
に
、
こ
の
村
領
の
あ
ち
ら

谷
特
患
に
，文
字
世
刻
し
て
あ
り
、
人
作
の
例
制
で
あ

る
と
見
え
る
。

ア
ヅ
カ
リ
ゼ
ニ
テ
ガ
生

銭
札
。

預
銭
手
形

『
る
ゼ

γ
サ

ツ

ア
ヅ
キ
ザ
ハ
小
豆
還

資
永
誌
に
お
川
相
河
内

庄
吉
岡
村
領
の
内
に
赤
小
一日
間
い
と
い
ふ
仰
が
あ
り
、

音
吉
野
村
の
蔽
陀
寺
町
泉
水
で
あ
っ
た
と
記
し
て
ゐ

る
。
三
州
名
跡
誌
に
そ
れ
を
菅
野
の
山
中
と
し
て
、

明
峰
が
底
土
に
て
見
た
小
一回
仰
に
似
て
ゐ
た
か
ら
名

づ
け
た
と
あ
る
。
し
か
し
白
山
認
に

『
小
一取
得
ノ
平

断
』
と
見
え
て
、
そ
の
文
誌
は
明
確
で
な
い
が
、
若

し
同
じ
探
を
い
ふ
な
ら
ば
、
明
的
以
前
か
ら
の
名
聴

で
あ
る
。
今
で
ん
で
こ
清
水
と
い
ふ
。
仰
諸
に
、『
=一

ケ
苦
闘
の
で
ん
で
こ
清
水
人
に
の
ま
れ
て

態
と
な

る。』ア
ヅ
キ
ザ
ハ

小
一旦
選

5
1
m
b
m金
浦
畑
出

に
臨
す
る
邸
滞
。

ア
ヅ
キ
ザ
ハ
ガ
ハ
小
豆
還
川

J
ア
サ
ノ
ガ
ハ

浅
野
川
。

ア
ヅ
キ
生
ウ
ゲ

小

豆

焼

能
楽
刈
白
峰
の
間
赤

谷
か
ら
結
前
大
野
制
に
出
る
同
界
の
峠
。

h 

四

ア
ツ
ミ
カ
イ
エ
ン

海
美
契
綾

能
美
郡
小
帆
町
民

宗
束
涯
本
提
寺
の
的
。
脱
は
保
堂
、
卵
是
院
と
制
し

た
。
伊
勢
銅
山
法
悶
寺
の
出
で
、
明
治
維
新
の
際
か

ら
本
山
の
執
事
と
な
り
、
十
一
年
倣
如
法
宅
の
命
に

よ
っ
て
舘
寺
に
修
っ
た
。
=
一
十
九
年
四
且
十
六
日

寂
、
平
年
六
十
七
。

ア
ヅ
ミ
シ
ン

安
津
見
新
羽
咋
郡
加
茂
庄
に
臨

し
、
安
津
見
か
ら
分
別
せ
ら
れ
て
一
部
務
を
鈍
し
た

も
の
で
あ
る
。

ア
テ

阿

手

能

安
部
斡
海
郷
に
因
す
る
部
前
。

正
保
・寛
文
・貞
享
高
辻
般
に
阪
に
阿
手
村
が
縦
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。

ア
テ
ノ
ガ
ン
ソ

様
の
元
祖

能
菅
で
ア
テ
と
い

ふ
の
は
、
羅
漢
柏
の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
木
の
修
入

の
元
祖
と
務
す
る
も
の
二
稼
が
臨
奈
川
内
浦
上
の
泉
氏

邸
内
に
あ
っ
て
、
胸
官
制
胤
悶
三
米
六
と
三
米
三
と
を

測
り
、
樹
高
は
共
に
約
二
十
七
米
あ
る
。

口
問
に
よ

れ
ば
泉
兵
右
衛
門
は
後
に
法
践
を
宗
雲
と
い
っ
た

が
、
天
正
十
二
年
二
十
七
歳
の
時
奥
州
に
至
。
、
こ

の
箇
を
磁
へ
殴
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

ア
テ
ノ
セ
キ
シ
ヨ

阿
手
J

閥

所

能

祭
叩
何
手

ア
ヅ
チ
ケ
ン
カ

深
喧
嘩

大
翠
寺
田
川
の
御
異
風

=一

m甚
六
は
中
総
統
の
忽
術
を
能
く
し
た
が
、
天
和

元
年
十
月
鍛
勉
の
稽
古
終
っ
て
問
の
揃
除
中
、
間
務

桑
原
安
太
夫
の
お
に
斬
付
け
ら
れ
た
。
安
太
夫
が
甚

六
か
ら
そ
の
行
政
に
蕊
い
て
恕
評
せ
ら
れ
た
を
怒
っ

た
の
で
あ
る
。
甚
六
は
御
手
を
災
う
た
に
沿

g
な
か

っ
た
が
、
山
山
候
知
内
の

m衆
堺
で
あ
っ
た
か
ら
、
二

人
共
に
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
時
人
之
を
操
む
時
べ
と

い
う
た
。
甚
大
の
交
安
布
術
門
は
時
七
十
俄
で
あ
っ

た
が
、
こ
の

mそ
恨
み
、
設
二
年
二
且
萩
生
に
在
る

三
相
仰
の
家
に
来
込
ん
で
安
太
夫
の
突
入
訴
を
斬
っ

た
。
そ
れ
を
萩
生
即
時
と
名
づ
け
る
。

ア
ヅ
マ

東
問

須
昨

d

洲
町抑
水
中
庄
に
因
す
る
邸

m
o
E保
の
山
町
附
及
び
郷
般
に
凱
び
に
東
部
村
と
犯

す
る
が
、
路
交
の
頃
か
ら
夜
間
と
邸
き
改
め
て
ゐ

る
。
路
島
郡
永
光
寺
mm
来
の
古
文
相
官
同
厳
に
、
文
明

五
年
京
都
孫
四
郎
俊
正
山
寄
祉
制
欽
一
泊
が
あ
る
。
佼

疋
亦
こ
の
地
の
入
で
あ
ら
う
。

ア
ヅ
マ
ガ
ハ

東
悶
川

羽
咋
郡
箆
謹
山
の
北
谷

か
ら
抗
出
し
、
北
川
氏
村
閉
山
で
大
市
川

へ山間
合
ふ
。

統
相
ヘ
粁
除
。

ア
ヅ
マ
ノ

吾
妻
野

勿
咋
地
京
野
村
を
ヒ
ガ
シ

ノ
と
い
ふ
は
後
の
設
務
で
、
古
へ
は
吾
安
野
と
い
ふ

荒
野
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
北
陸
七
同
志
に
、
佐
K

成

政
が
軍
口
市
高
野
に
活
き
天
榊
山
に
仰
を
取
っ
た
と
も
見

‘える。ア
ヅ
マ
ホ
ウ
ラ
イ

東
蓬
莱

一
加
。
江
桜
山者。

若
者
が
日
士
・松
岡
崎
青
見
る
お
に
京
放
し
た
際
、
却前

友
か
ら
得
た
句
ψ
集
め
た
も
の
。
序
は
お
永
氏
成
年

純
持
院
秘
的
正
梧
背
。

板
元
不
明
。

ア
ヅ
マ
モ
ド
リ

東
茂
ど
り

一
加
。
税
タ
程
見

維
が
明
利
凶
年
総
中
か
ら
飛
跡
に
出
で
、
信
協
・
甲

山宜的批
河
・
明
敏
・武
磁
・上
野
・越
後
・越
中
を
行
脚
し

た
際
の
俳
句
集
で
あ
り
、
見
風
以
下
の
祝
句
も
松
せ

ら
れ
て
問
問
る
。
序
は
そ
の
師
怠
鬼
間
見
風
、
践
は
鋭

花
坊
で
、
明
和
六
年
京
儲
屋
治
兵
衛
の
出
阪
で
あ

る
。
見
推
は
能
常
今
滋
の
入
。

ア

ヅ

ミ

安
津
見
羽
咋
郡
加
茂
庄
に
盟
す
乙
部

宮
前
。
能
E
有
名
跡
芯
に
、

『
山
手
に
阿
持
見
村
と
て
あ

り。

公
領
に
て
、
親
右
衛
門
と
て
古
き
百
姓
あ
り
。

即
ち
奈
一思
袈
郷
の
跡
世
立
給
ふ
。
』
と
あ
る
。

ア
ツ
ミ
ウ
ヂ

厚
見
氏

金
滞
卯
民
入
偶
認
の
榊

中
山0

・文
化
三
年
間
停
見
丹
後
守
の
郡
上
に
よ
れ
ば
、
七

代
の
組
が
加
州
世
家
関
を
命
ぜ
ら
れ
た
後
辿
納
制
し
た

と
あ
る
。


